沼津港内港浮さん橋管理規程

 （目的）

第1条  この規程は、法令その他別に定めがあるもののほか、沼津港内港浮さん橋の管理及び使用に必要な事項を定め、もって安全の確保と効率的な使用を図ることを目的とする。

（施設）

第２条　当規程における対象施設は、沼津港内港東物揚場前面に設置されている浮さん橋とする。

（管理）

第３条　施設の管理は、静岡県が行うものとする。

（使用時間）

第４条　施設の使用時間は、次の表のとおりとする。ただし、静岡県が必要と認めた場合は、この限りでない。

	使用時間
	係留時間

	午前10時から翌午前10時まで
	１時間単位で係留許可

最大24時間までの連続係留可能


　

（使用申込方法）

第５条　施設を使用しようとする者は、管理者に使用希望日時での利用の可否をあらかじめ確認の上、使用許可申請書（静岡県港湾管理規則第14条の５で定める別記様式11号）を提出し許可を受け、許可書を受領した後施設を使用するものとする。

（使用料）

第６条　第５条の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は静岡県港湾管理条例(昭和36年静岡県条例第54号。以下「条例」という。)別表第２に掲げる使用料を納入しなければならない。

２　使用料は、沼津魚類協同組合を通じて、指定期日までに納入しなければならない。

３　条例第10条のとおり既納の使用料は、返還しない。

（船艇の適正係留）

第７条 使用は、施設に船艇を係留する場合、波浪等により、施設、他の港湾施設又は他の施設使用者の船艇等に衝突し破損させることのないよう、適切な措置を講じなければならない。

２ 使用者は、船艇を移動させる場合には、施設又は他の施設使用者の船艇等に衝突し破損させることのないよう、適切な措置を講じなければならない。

３ 前２項の規定にかかわらず、船艇の係留使用に当たり、静岡県又は第三者に損害が生じた場合は、その損害を賠償しなければならない。

（施設使用者の自己責任）

第８条 施設の使用については、法令条例等の規定及びこの規程の定め並びに静岡県の指示によるほか、使用者がその責任を負うものとする。

２ 使用者は、施設内で生じたゴミ、廃棄物等を持ち帰ることとする。

３ 施設内における使用者の所有物の管理は、施設利用者自らの責任で適切に行うこととし、盗難、毀損等については、静岡県は一切その責任を負わない。

４ 船艇の安全航行、船艇の係留及び移動に関する事項は、全て使用者の責任において行うこととし、これらにより、施設利用者自らに、又は、第三者にいかなる損害が生じても、静岡県は一切その責任を負わない。

５ 施設内において第三者に損害を与え、又は、第三者との間に係争が生じたときは、使用者の責任において、その損害を賠償し、又は、その係争を解決しなければならない。

（迷惑行為等の禁止）

第９条 施設の利用に当たっては、施設内で次の行為をしてはならない。

(１)施設を損傷し、又はそのおそれのある行為

(２)遊泳をし、又は魚釣り等水生動植物を採捕する行為

(３)たき火等火気の使用その他危険な行為

(４)ごみ、空き缶その他汚物を投棄し、又は放置する行為

(５)危険物、船艇の備品、修理用具等を放置する行為

(６)エンジン音、話し声等騒音により他の施設利用者に著しく迷惑をかける行為

(７)公序良俗に反する行為その他風紀を乱し、他の施設使用者又は施設以外の港湾利用者に著しく迷惑をかける行為

(８)前各号に掲げるもののほか、施設の使用を妨げ又は施設以外の港湾利用者に迷惑をかける行為及び施設の管理運営上著しく不適切であると認められる行為

（規程違反等に対する措置）

第10条 使用者は、この規程に定めるところにより、適正に施設を利用しなければならない。

２ 静岡県は、使用者がこの規程の定めに違反した時は、是正を求める勧告をし、なおこれに応じない場合は、条例の規定に基づき、施設の使用を制限し、又は、使用許可を取消し、原状の回復を命じるとともに、同条例に定める罰則規定を適用する。
附　則

この規程は、令和２年７月20日から施行する。

附　則

この規程は、令和３年４月３日から施行する。

附　則

この規程は、令和６年４月１日から施行する。

